議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年５月３０日(金)　午前１０時００分～午前１１時１２分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　加藤和男　　副委員長　さとうゆみ
委　員　浅井たつお　伊藤祐司　岡崎つよし　
佐野尚人　　水野とみ子
議　長　川合保生　　副議長　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記

	欠席者
	議　員
	委　員　丹羽茂雄


１　あいさつ
　　議長
　　委員長
２　議題
(1)　平成２６年第２回長久手市議会定例会議事日程について
　ア　一般質問について
＜説明：事務局＞
　・　発言通告　個人質問１６人
　　　６月１０日６人、６月１１日５人、６月１２日５人
（委員長）・　説明のとおりの日程でよいか。

＜異議なし＞
（委　員）・　一般質問発言通告書の語尾が統一されていない。議会だよりに合わせ「であ

る調」に統一すべきではないか。
（委員長）・　「である調」に統一することとする。
イ　意見書案の提出について
＜説明：事務局＞
　・　意見書案第２号　解釈改憲による集団的自衛権の行使容認に反対する意見書の

提出について　

　　　いずれの委員会の所管にも該当しないので、他の常任委員会の所管に属さない事項として、総務委員会へ付託となる。

（委員長）・　説明のとおりでよいか。
＜異議なし＞

ウ　その他
　　＜説明：事務局＞
· 意見書案第２号の提出に伴う議事日程の変更（議事日程のとおり）
　　　・﷒　 教育福祉委員会、くらし建設委員会については、付託案件なしのため休会。
　　　　　 議会ホームページで周知する。
（委員長）・　意見はあるか。
＜異議なし＞

(2)　平成２６年第３回定例会の日程について
　＜説明：事務局＞
・　会期日程案のとおり（９月４日～９月３０日）
（委員長）・　日程案について意見はあるか。

＜異議なし＞

　(3)　議会報告会について
（委員長）・　昨年度は議会報告会と地区懇談会を実施した。今年度の実施に関して意見は

あるか。
（委　員）・　まずは日程を決め、内容は後からでもよい。
· やるからには少しでも参加者が増える工夫が必要。
· 地区懇談会は市民の意見を聞くことができる。

· 可能であれば、議会報告会と地区懇談会を両方実施することが望ましい。

· 議会基本条例の制定を目指していることもあり、市民との意見交換の場を設

けることは必要。実施の方法は、別途考える必要がある。

（副委員長）・　地区懇談会のように、地域に出て行くことが必要。懇談会形式で、冒頭に議

会報告を行ってはどうか。また、伺った意見を新年度の予算に反映するため、

９月定例会閉会後から１１月頃ではどうか。

（委員長）・　意見としては、継続する方向性である。議会報告会・地区懇談会を合体させ
て実施するとしてはどうか。実施時期はいつ頃がよいか。
（委　員）・　土日に実施するなら、地域の行事と重ならないように調整が必要。
· 空調が整っている会場を確保できるかわからないので、季候のよい１０月に
実施してはどうか。
（委員長）・　１０月から１１月にかけて実施することでよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　報告会の実施方法については、次回の議運で検討する。

(4)　その他

　ア　議員連絡先の公開・非公開について

（議　長）・　５月２１日の朝日新聞に、議会ホームページで議員の連絡先を非公開として

いる議会が取り上げられた。当市も公表していないが、公表に関してどのよう
な支障があるのか。
（委員長）・　議会ホームページを開設するための特別委員会で、議員の連絡先は掲載しないこととした。意見はあるか。
（委　員）・　近隣市を参考にして公開すればよい。

· 自宅の電話番号を公開すると、家族の誰が電話を取るか分からないため、逆

に連絡してきた方にご迷惑をかけてしまう可能性がある。

· 職業や勤務先の電話番号までは不要だと思うが、市民が議員と連絡をとりた

いという希望があるのであれば公開すればよい。
· 議員は公人であるので、住所と電話番号は掲載してもよいのではないか。一

度、全員打合会で確認する必要はある。
（副委員長）・　尾張旭・瀬戸・日進を参考にして公表すればよい。

（議　長）・　記事によると、県内の議会で住所や電話番号を掲載していないのは３割程度。
議員は公人であるので、住所や電話番号を公開することは問題がないと思われ
る。議運で議論をしたので、一度全議員に諮ってみてはどうか。
（委　員）・　全議員に諮るのであれば、議運として、どんな項目を掲載するか方向性を固

めておくべきではないか。

· ホームページでの掲載方法も検討が必要。

（委員長）・　今後、全員打合会で全議員に諮ることとする。
イ　請願・陳情の取り扱いについて

（委員長）・　請願・陳情の取り扱いについて、現在検討中の議会基本条例の文案が申し合
わせの取り扱いと一致していないとのことで、一度、議運で検討してほしいと
の依頼があった。

（委　員）・　現在検討中の議会基本条例では、請願・陳情の取り扱いを「請願及び陳情を
市民の政策提案と位置づけ、その審議及び調査にあたっては、提案者の説明や
意見を聴く機会を保障するものとする。」としているが、現状の申し合わせで
は、郵送されてきた陳情は議員配布にとどめている。陳情者から希望があれば、

すべての陳情者に説明の機会を設けるべきか、議運で検討して頂きたい。
· 各会派に持ち帰って検討してはどうか。請願者や陳情者の直接説明の機会に

ついて、議会基本条例に規定することは賛成である。

・　現状の申し合わせ事項で不都合があるわけではないので、唐突に条文をみせ

られても、現状との比較や近隣市町の状況との比較もできないため、議論はで

きない。
（委員長）・　基本条例の素案が各議員に配布された。各会派で条例案を確認してほしい。
（委　員）・　これまでの議会基本条例検討特別委員会での経過を説明してほしい。

· 　特別委員会があるのだから、１つ１つの条文の確認を議運に求められても困る。

· 本来、申し合わせなど議会運営に関する事項は議運で検討すべき内容であ

る。

・　基本条例検討特別委員会は、議運で検討すべき事項を明確にした上で提案すべき。
（委員長）・　議会基本条例案については、最終的には議運が内容を確認し、議案上程となる。本日の議運での議論は、議会基本条例検討特別委員長に報告しておく。

以上で議会運営委員会を終了する。
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